
薬
園
の
誕
生

　

江
戸
時
代
に
開
設
さ
れ
た
薬
園
は
、
初

期
に
は
主
に
幕
府
開
設
の
薬
園
、
中
期
に

は
幕
府
に
よ
る
薬
園
の
拡
大
と
先
進
的
な

藩
の
薬
園
の
設
置
、
中
期
か
ら
後
期
に
は

後
続
の
諸
藩
の
薬
園
、
私
設
薬
園
の
開
園

も
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
薬
園
は
、

薬
用
・
食
用
な
ど
と
し
て
役
に
立
つ
植
物

を
採
集
・
栽
培
し
、
安
定
し
て
薬
や
食
物

を
供
給
す
る
こ
と
、
産
業
を
興
す
こ
と
な

ど
の
目
的
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
は
、
医
療
が
一
般
の

民
衆
に
も
普
及
す
る
に
伴
い
、
薬
の
原
料

と
な
る
薬
草
や
薬
木
（
薬
草
木
）
の
需
要

が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
輸
入
品
だ
け
で

は
、
ま
か
な
い
き
れ
な
い
た
め
、
８
代
将

軍 

徳
川
吉
宗
は
、
山
野
で
薬
草
を
採
集
す

る
役
目
の
採さ
い
や
く
し

薬
使
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

採
薬
使
は
、
全
国
各
地
に
点
在
す
る
幕
府

領
内
の
薬
用
資
源
の
調
査
・
採
集
の
た
め
、

各
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

享
保
14
年
（
１
７
２
９
）、
幕
府
の
採

薬
使
と
し
て
植
村
左さ
へ
い
じ

平
次
が
伊
賀
・
伊
勢
・

紀
伊
・
大
和
・
山
城
・
河
内
の
採
薬
調
査

に
訪
れ
た
際
、
同
行
し
た
人
物
に
森も
り
の野

賽さ
い
か
く郭
が
い
ま
し
た
。
賽
郭
は
早
く
か
ら

本ほ
ん
ぞ
う草
（
薬
物
に
関
係
し
た
学
問
）
の
研
究

を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
採
薬

使
の
採
薬
調
査
に
同
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
採
薬
調
査
に
協
力
し
た
功

績
に
よ
り
、
幕
府
は
賽
郭
に
対
し
貴
重
な

薬
草
木
６
種
類
を
与
え
ま
し
た
。

　

賽
郭
は
自
ら
各
地
で
採
取
し
た
薬
草
類

と
と
も
に
、
幕
府
か
ら
与
え
ら
れ
た
薬
草

木
を
自
宅
裏
山
の
畑
に
植
え
ま
し
た
。
享

保
14
年
、
宇
陀
松
山
に
も
薬
園
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
幕
府
の
採
薬
調
査
が
行
わ

れ
、
賽
郭
は
こ
れ
に
随
行
し
、
採
薬
の
補

助
に
つ
と
め
ま
し
た
。
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私
た
ち
の
地
域
に
は
、

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
「
基
本
的
人
権
」
を
保

障
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
実

際
に
は
、
虐
待
や
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害
が

起
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
現
実
に
問
題
意
識
を
も
ち
、
人

権
侵
害
を
な
く
し
て
い
く
営
み
を

重
ね
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
約
半
世
紀
前
の
１
９
６
５

年
８
月
に
、
同
和
問
題
の
早
急
な
解

決
は
、
行
政
の
責
務
で
あ
り
同
時

に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
し
た
「
同

和
対
策
審
議
会
答
申
」
が
、
差
別

撤
廃
と
人
権
確
立
を
願
う
多
く
の

人
た
ち
の
力
を
背
景
に
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
１
９
６
９

年
７
月
に
「
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
」（
以
下
、
特
措
法
）
が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。
特
措
法
の
施
行

月
と
重
ね
て
、
７
月
は
「
差
別
を

な
く
す
強
調
月
間
」
と
し
て
長
年

に
わ
た
っ
て
、
県
全
体
で
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
特
措
法
に
も
と

づ
く
33
年
に
わ
た
る
特
別
対
策
は
、

部
落
問
題
を
は
じ
め
、
種
々
の
人

権
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
発
展
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

人
権
侵
害
の
実
態
に
呼
応
し
て
、

解
決
の
た
め
の
法
整
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。
2
0
1
6
年
に
は
「
人

権
３
法
」（「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
」「
部

落
差
別
解
消
推
進
法
」）
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良
県
で
は
、

本
年
３
月
に
「
奈
良
県
部
落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
、

宇
陀
市
で
は
本
年
4
月
1
日
に
「
宇

陀
市
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
条
例
」
が
既
存
条
例
の
名

称
を
改
正
し
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

（
市
条
例
の
紹
介
は
、
広
報
う
だ
６

月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　
こ
れ
ら
の
法
律
・
条
例
は
「
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
欠
か
せ

な
い
“
人
権
の
シ
ン
ボ
ル
”
で
す
。

各
地
域
等
で
開
催
さ
れ
る
研
修
の

場
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
お
互

い
の
人
権
を
尊

重
し
あ
い
、
差
別

の
な
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す

学
び
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

差
別
の
な
い

　
　
　
社
会
の
実
現
を
願
っ
て

－
森
野
賽さ

い
か
く郭 

篇
1
－
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